
令和７年２月５日 

東京都歴史教育研究会 

関 係 者 各 位 

東京都歴史教育研究会会長  

東京都立葛西南高等学校長  

関山 勝之 

 

東京都歴史教育研究会見学委員会委員長   

東京都立西高等学校副校長  

高野 祥一 

 

東京都歴史教育研究会 春季史跡見学会のご案内 

「内藤新宿とその周辺をめぐる」～江戸四宿を訪ねて 第４弾～ 

 

向春の候、皆様におかれましては、ますます御盛栄のこととお慶び申し上げます。令和６年度春季史跡見学

会を企画いたしましたので、ここに御案内いたします。 

今回は、甲州街道の初宿であり、江戸四宿の一つに数えられる内藤新宿周辺をめぐります。 

午前は、内藤新宿めぐりの前半として、江戸城四谷見附を起点に四谷エリアの史跡をめぐります。四谷エリ

アには、四谷見附や四谷門の石垣のほか、寛永年間の江戸城外堀築造の際に移転してきた寺社が現在も多く残

っており、往時をしのばせる地域になります。また、午前の部では史跡の見学後、新宿区立新宿歴史博物館に

おいて、玉川上水板樋やそのほか内藤新宿出土品、近世・近代の復元家屋、統計資料など各種展示品を学芸員

の方の解説のもと見学し、史跡と資料を総合して見学できる形となっております。 

午後は、内藤新宿めぐり後半として、内藤新宿中心エリアの史跡をめぐりつつ西へと進み、近代における新

宿の発展、そして大衆文化をテーマとして、新宿駅周辺の史跡をめぐります。内藤新宿の名前の由来となった

高遠藩内藤家菩提寺の太宗寺、恋川春町ら文士の墓など内藤新宿の史跡を見学後、東京都の歴史的建造物に指

定されている伊勢丹や紀伊國屋書店、新宿発展の背景となった鉄道の軌道跡、戦後復興期に形成された闇市の

名残を残す新宿西口等を見学します。 

内藤新宿は、浅草商人高松喜六の請願にはじまり、一度、廃止された後、消費拡大を重視する田沼意次の台

頭のもと再開し、多くの文士が集い、江戸の文化が花開きます。そして近代において新宿は、鉄道の拡大や関

東大震災後の再開発を背景として銀座・浅草にならぶ都市へと拡大し、大衆文化が花開きます。各史跡をめぐ

りつつ、近世から近現代にかけての大衆史を通覧できる見学会になればと思います。 

今回は、新宿歴史博物館学芸員である後藤理加氏が講師を務めます。各史跡をともにめぐっていただけるだ

けでなく、新宿歴史博物館の展示解説もしていただき、出土品や各資料もあわせて、多様な視点から臨場感あ

ふれる歴史の解説をして下さいます。お忙しい時期かと存じますが、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げて

おります。 

 

 

１ 期日  

令和７年３月 16日（日） ※雨天決行 

 

２ 見学地  

東京都新宿区（四谷駅～新宿駅周辺） 

 

３ 参加形態 

  ①午前の部のみの参加、②全日参加 からお選びいただけます。 

 

４ 集合               

午前９時 30分 四ツ谷駅赤坂口広場集合(最寄り：東京メトロ赤坂方面改札・ＪＲ赤坂口改札) 

５ 解散 

午前の部のみ参加の場合：午後０時 30分頃 新宿歴史博物館（四ツ谷駅、曙橋駅） 

全日参加の場合：午後４時 30分頃 新宿区立柏木公園（最寄り：新宿駅西口側各駅） 

 

６ 行程 

午前（内藤新宿めぐり前半、新宿歴史博物館見学） 

四ツ谷駅赤坂口広場集合(最寄り：東京メトロ赤坂方面改札・JR四ツ谷駅)→四谷見附橋→四谷門枡形石垣 

→コモレ四谷(四谷塩町町屋発掘地)→西念寺→愛染院→須賀神社→於岩稲荷田宮神社 

→高須松平家屋敷跡(荒木町)→新宿歴史博物館(見学) 

※新宿歴史博物館見学後に博物館周辺もしくは消防博物館周辺にて各自昼食予定。 

 

午後（内藤新宿めぐり後半、新宿発展史・大衆史めぐり） 

消防博物館集合(見学自由・入館料無料)→四谷大木戸跡・水道碑記 

→玉川上水跡(内藤新宿分水散歩道)・新宿御苑→太宗寺→成覚寺→新宿追分→伊勢丹 

→天龍寺→新宿貨物駅跡→御大典広場跡(新宿東南口)・長野屋→ムーランルージュ跡→武蔵野館跡 

→中村屋→新宿高野→旧三越新宿(現ビックカメラ新宿東口店) →紀伊國屋→四季の道→花園神社 

→歌舞伎町→新宿西口商店街→柏木公園(最寄り：新宿駅) 

 

７ 講師  

後藤 理加 様（新宿歴史博物館 地理歴史課 学芸員） 

 

８ 参加費・持ち物（ 当日ご持参ください ） 

1,000円（見学料、資料代、その他雑費）        

 

９ 申込締切  

令和７年３月６日（木） 

 

   以下のハイパーリンクまたはＱＲコードにより、お申込みください。 

   https://forms.office.com/r/SSFBWxiep3 

※ハイパーリンクやＱＲコードの利用が難しい場合は、以下の必要事項をご記入の上、下記の問い合わせ

先まで Emailもしくは郵送でお申込みください。 

【必要事項】所属・氏名・氏名のふりがな・参加形態（午前の部のみ参加・全日参加） 

電話番号・メールアドレス 

※電話番号・メールアドレスは、諸連絡で使用いたします。目的外での利用は行いません。 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

担当：東京都立葛飾商業高等学校 

地歴公民科 川崎 玉幸 

住所：〒125-0051 

東京都葛飾区新宿３―14―１ 

電話：０３－３６０７－５１７８ 

あEmail：  

 

 

https://forms.office.com/r/SSFBWxiep3

